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連接バスにおいて、屋根にファンを取り付けるベースプレートの製造工程が不適切なため、ベースプレート
と屋根との間に隙間が生じることがある。そのため、屋根とベースプレートの間に水が浸入し、そのままの
状態で使用を続けると、ベースプレートが腐食し、最悪の場合、ルーフファンが脱落するおそれがある。 

改善措置の内容 

全車両、ベースプレートの接着部を点検し、隙間や腐食が認められたものはベースプレートを良品に交換
する。 

注 ：      は、交換部品を示す｡ 

識別：作業完了車には、車両左後方点検リッド裏に「ＨＢ158」の文字が記載された白黄色のシールを貼付ける。 
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